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私
の
好
き
な
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
「
相
棒
」

が
あ
り
ま
す
。
水
谷
豊
が
演
じ
る
杉
下

右
京
が
相
棒
と
と
も
に
難
事
件
を
解
決

す
る
刑
事
ド
ラ
マ
で
す
。
こ
の
秋
か
ら
も

シ
ー
ズ
ン
13
が
始
ま
り
、
毎
週
、
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
杉
下
右
京

の
い
る
特
命
係
に
「
ひ
ま
か
？
」
と
い
つ
も

顔
を
だ
す
角
田
課
長
と
い
う
登
場
人
物

が
い
ま
す
。
「
ひ
ま
か
？
」
と
言
い
な
が
ら

世
間
話
を
す
る
の
で
す
が
、
た
え
ず
気
に

か
け
て
声
を
か
け
る
、
茶
目
っ
気
も
あ
り

な
が
ら
、
い
ざ
、
頼
み
ご
と
を
す
る
と
み

ご
と
に
応
え
て
く
れ
頼
り
に
な
る
、
そ
ん

な
人
物
で
す
。
あ
る
意
味
、
あ
こ
が
れ
の

管
理
職
像
で
も
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
職
場
に
も
角
田
課
長
の

よ
う
な
ベ
テ
ラ
ン
教
職
員
が
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
普
段
か
ら
気
さ
く
に

声
を
か
け
て
く
れ
、
困
っ
た
と
き
に
頼
み

ご
と
や
質
問
を
す
る
と
、
多
く
の
引
き

出
し
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
、

そ
ん
な
頼
り
に
な
る
先
輩
教
職
員
が
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
前
置
き
に
な
っ
た

の
か
と
申
し
ま
す
と
、
市
内
の
ベ
テ
ラ
ン

の
先
生
方
の
力
を
お
借
り
し
た
い
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
第
２
次
四
日
市
市
学
校

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
問
題
解
決
能
力
の

向
上
を
重
点
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
「
問
題
解
決
能
力
向
上
の
た
め

の
授
業
づ
く
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
市
内

の
全
教
員
に
配
付
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
校

内
研
修
等
で
積
極
的
に
活
用
し
て
、
問

題
解
決
能
力
の
育
成
に
向
け
た
授
業
を

日
常
的
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
内
の
経
験
豊

富
な
先
生
方
の
中
に
は
、
様
々
な
教
科
・

領
域
で
、
す
で
に
問
題
解
決
能
力
を
育

む
よ
う
な
授
業
を
し
て
い
る
方
が
大
勢

み
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
夏
、
本
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で

も
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、
山
手
中
学

校
の
山
下
先
生
と
大
谷
台
小
学
校
の
倉

田
先
生
に
授
業
実
践
発
表
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
た
い
へ
ん
す

ば
ら
し
く
、
多
く
の
受
講
者
の
方
か
ら

「
２
学
期
の
授
業
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

き
た
い
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ベ

テ
ラ
ン
の
先
生
方
は
伝
え
た
い
情
報

や
経
験
を
多
く
持
っ
て
み
え
ま
す
。
校
内

研
修
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
中
で
力
を
発
揮
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
校

内
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
若
手
教
員
が

増
加
し
て
い
る
四
日
市
市
に
お
い
て
、

「
目
指
す
教
師
像
」
と
な
る
よ
う
な
先
生

方
の
実
践
を
広
く
発
信
し
て
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
自

薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。
来
年
度
の
研

修
講
座
で
お
話
し
い
た
だ
け
る
先
生
方
、

教
育
支
援
課
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

求
む
！

ベ
テ
ラ
ン
教
職
員
の
実
践
発
表

教
育
支
援
課

上
村

由
美
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ー 四日市モデル ー 

問題解決能力向上のための 5つのプロセス

※2．問題の特徴づけと表現 

3．問題の解決 

1．問題の理解 

4．解決方法の共有 

※5．問題の熟考と発展 

それぞれのプロセスに行きつ戻り

つすることもあります。 

Yokkaichi city Education Center 

教育支援課 研修・研究グループより 

四日市モデルの５つのプロセスを授業改善に役立てましょう

問題解決の 5 つのプロセスごとに適切な

指導をすることにより子どもたちは，新し

い知識・技能，思考力・判断力・表現力を

習得し問題解決能力の向上に結びつくと考

えています。 

授業づくりガイドブックをもとに自分の

授業を見直してみる，学年会等で読みあっ

て理解を深めるなど，有効に活用していき

ましょう。 

それぞれのプロセスで，ヒントをもらい真剣

に考えている自分に気づきました。問題を解

決する時間をしっかりと授業の中に取り入

れていきたいです。

「授業で何を学ばせるのか」を常に念頭

に入れた実践だからこその発表なのだと

感じました。教師が「研修する」「学ぶ」

ことの大切さを強く感じました。

「問題解決能力向上のための授業づくりガイドブック」をもとにした実践発表 
8月8日(金) 総合会館

四日市モデルの5つのプロセスを体験！ 

大谷台小学校 倉田 浩子先生

山手中学校   山下 英樹先生 

中学校数学科での実践を模擬授業形式で発表してい

ただきました。それぞれのプロセスで留意することや，

課題の質・与え方などについてお話いただきました。

小学校国語科の実践で「子どもに力をつける授業

づくりのポイント」や「論理的思考力」などについ

てお話しいただきました。また他教科へ活用してい

く実践についてもご紹介いただきました。 

国語科における問題解決的な授業づくりとは！

※
は
本
市
が
重
点
を
置
い
て
い
る
プ
ロ
セ
ス
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（ライオンズクエスト「思春期のライフスキル教育」プログラムパンフレットより） 

Yokkaichi city Education Center 

コミュニケーション人間関係調整力・自己開発研修として「ライフスキル教育」プログラム（小学

校版・思春期版）を実施しています。 

自分の思いを表現できないために周囲の友だちと適切に関われない，安易に物事を判断し行動して

しまうことからトラブルになってしまう，自尊感情の低さから自分も相手も大切にできないなど様々

な悩みをかかえる子どもたちがいます。 

研修では「問題解決」や「意思決定」などのスキルを身につける学習プログラムの指導法を実践的

に学べます。また，学校単位で受講することでさらに効果があがります。 

<> 来年度の研修申込みは教育支援課で受け付けています。 

富田小学校「ライフスキル教育」プログラム研修 ～小学校版～ 8 月 28・29 日

寺本之人先生を講師に迎えて2日間の研修を行いました。グループワークを中心に多様なライフス

キルを系統的に学びました。また，ワークショップでは授業をする側・受ける側の両方を体験するこ

とで，様々な気づきや学びを得ることができました。

【ワークショップの内容】

○プログラムの体験

○概要の理解

○実施時のポイント把握

○参加者による模擬授業

人と人を結びつけ，生きる
力を育む取り組みは，低学
年から段階的に必要だと実
感しました。 

予想以上によかったです。
授業・学級運営に活かせる
内容でした。 

☆全過程を修了された方には各学年の指導案・ハンドブック等のプログラム教材一式と修了書が渡されます。 

プログラムで学習する 

おもなスキル

コミュニケーション

よりよく生きるための価値観

ライフ 

スキル 

学習 

実 践

自己規律 
健康的な 

ライフスタイル 

自分や他者に 

対する敬意 

親 切 

正 直 

責任感 

家族との絆 

ボランティア 

勇 気 

感情のコントロール 

仲間からの良くない誘いや

薬物使用の圧力への対処 

サービスラーニング 

（自分の力を他者や社会の

ために役立てる）

目 標 設 定 

問 題 解 決 

意 思 決 定 
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教育支援課 特別支援教育・相談グループより 

通常の学級に在籍する６．５％の児童生徒が，特別な教育的支援が必要であるという報告が，平成

24年に文部科学省から発表されました。 

 特別支援教育とは，特別支援学級だけでなく，通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とす

る児童生徒を対象に行われるものです。特別な支援が必要な子どもたちにとってわかりやすい授業

は，すべての子どもたちにとってわかりやすい授業（ユニバーサルデザイン）につながるといえます。

ユニバーサルデザインの授業づくりに取り組んでみましょう。

≪ 市内小学校の実践例 ≫ 

子どもたちだけでなく，教師にとっても見通しをもって

授業することは大切です。 

提示したことを途中で終わってしまうのはNGです。 

1 時間の授業（45 分 or50 分）の見通しをもたせる 

電子黒板や具体物を操作させ，視覚から情報を得る

ことで理解につながります。 

言葉だけでなく，視覚に訴える 

端的かつ具体的な指示を心がける 

「ちゃんとしなさい」では，子どもたちはどうしてよい

のかわかりません。「背中をイスの背もたれにつけまし

ょう」など具体的な指示をしましょう。 

学びやすい教室環境を整える 

具体的な置き場所を示す掲示物などで指示がなくてもきれいに整

理できます。 

教室環境を整えることで，子どもたちが他のことに意識が向かず，

学習に集中することにつながります。黒板の周辺もシンプルな掲示

にすることでより授業に集中できる環境となります。 

見通しをもたせる 

わかりやすい掲示 

視覚支援・具体物操作 

具体的な指示 


